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高分解能衛星画像を用いた都市域植生の評価 
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1．まえがき 
都市内の植生は都市環境を支える重要な役割を担っており、その分布状況を正確に把握しておくことは都

市生活環境をはじめ都市環境全般の水準を評価するための重要な判断材料の一つである。高分解能衛星画像

を用いると都市内植生の様子などが細かく判読出来る可能性がある 1）。また、画像処理を加えることによっ

て植生域の分布を詳細に抽出できる可能性があるが、従来の中分解能程度の衛星画像データに適用されてき

た分類手法の高分解能衛星画像データへの適用性や効果等は十分に検討されていない。そこで本研究では高

分解能衛星画像による都市域の植生の抽出に対する既存の手法の適用性と効果について検討をした。今回の

調査領域は北の丸公園内のテストサイトとし、高分解能衛星画像を用いて既存の分類手法によって立木、芝

生、生垣の植生状況がどこまで分離して抽出できるか判読情報を参考にして評価を加えた。なお、今回は教

師付き分類手法の最尤法、教師なし分類手法の Iso Data法およびNDVI値による手法について検討を加えた。

この結果から既存手法の高分解能衛星画像に対する有効性を検討し、今後の解析時にどのように役立てられ

るかを考察した。 
2．研究方法 

2-1 観測地域 
観測対象は都市内で植生が密集している東京都千代田区

にある環境省が管理している北の丸公園内の中の 2 つのテ

ストサイト（図-1）とした。 

2-2 使用データ 
使用した衛星画像は高分解能衛星 QuickBird のマルチス

ペクトルセンサーによって 2003年 1月 9日に東京都心付近

で観測された。空間分解能は 2.4m×2.4m である。なお解析

使用したデータは 0.6m×0.6m空間分解能のパンクロマティ

ック画像データによってパンシャープン化したマルチスペ

クトルデータを用いた。                 図-1 北の丸公園周辺ナチュラルカラー画像 
2-3 分類方法と評価分類 

2-3-1：教師つき分類手法について 
教師つき分類法では、最尤法が用いられた。テストサイトの土地被覆を立木、生垣、芝生、建物、道路、

池、影、その他の 8 項目に分類し、その結果から植生域のみを判読情報等を利用し選別した。また特に今回

は公開されている土地利用データ 2)、現地調査および画像判読（図-2）によって立木、芝生、生垣等を判別

し抽出結果の評価を行った。 
2-3-2：教師なし分類手法について 

教師なし分類法では、Iso Data 法が用いられた。テストサイトの土地被覆が 30 項目に分類され、その結果

から植生域のみを判読情報等を参照し選別した。また特に今回は公開されている土地利用データ 2)、現地調

査および画像判読（図-2）によって立木、芝生、生垣等を判定し抽出結果の評価を行った。 
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2-3-3：正規化植生指標値による抽出手法について 
正規化植生指標値は次式①を用いて算出された。 NDVI＝(IR-R)/(IR+R)×K・・・・・① 

(パンシャープン化されたIR:近赤外値のDN値、パンシャープン化されたR:可視光赤のデータDN値、 
また画像表示のための係数Kは300とした。） 

この計算結果から正の値で示される領域を植生域として判定し画像を図-5 のように表示した。表示された

NDVI 値の違いによって立木、芝生、生垣等が示されているか判読情報（図-2）を参考にして評価した。 
3．高分解能衛星画像と分類画像の比較 

最尤法で影によって芝生や生垣が反映されない場所や誤分類等があったが、それぞれが独立して抽出可能

であることがわかった（図-3 参照）。Iso Data 法では芝生、生垣等がやや混在する可能性あるがほぼ独立し

て抽出可能であることがわかった（図-4 参照）。NDVI 値による方法では立木と生垣が混在し判別が困難であ

るが、立木、芝生がほぼ独立して抽出可能であることがわかった（図-5 参照）。 

 

 
 

 
    
 
 
 

 
 

4．あとがき 
今回の検討では、表-1 のような結果が示された。やや誤差は認められるが今回の検討では最尤法によって

立木、生垣、芝生がそれぞれ最も独立して抽出される傾向が示された。今後は分類項目数などより広範囲に

検討を加え、教師つき分類手法、教師なし分類手法を高分解能衛星画像に適用し植生情報を抽出する際の手

法特性をより明確にする予定である。また、テクスチャなどを考慮した手法等の検討も加えていく必要があ

る。さらには調査対象地の特性の違いや季節変化の影響も検討に加える予定である。 
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図-2 ナチュラルカラー画像 左① 右② 図-3 最尤法による画像 左① 右② 凡 例 

図-4 Iso Data 法による画像 左① 右② 凡例 図-5 NDVI 値による画像 左① 右② NDVI 値

表-1 抽出特性評価表 
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